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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月15日(2011.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの金属酸化物、金属水酸化物および／または金属酸化水酸化物の表面改
質ナノ粒状粒子の製造法であって、その際、金属が、アルミニウム、マグネシウム、セリ
ウム、鉄、マンガン、コバルト、ニッケル、銅、チタン、亜鉛およびジルコニウムから成
る群から選択されている製造法において、以下の工程
ａ）水および前記金属の少なくとも１つの金属塩とからの溶液（溶液１）と、水および少
なくとも１つの強塩基とからの溶液（溶液２）を製造する工程、その際、２つの溶液１お
よび２の少なくとも１つがポリアクリレートを含有し、その際、該ポリアクリレートは、
－少なくとも１つのα，β－不飽和カルボン酸を基礎とするポリマーであり、その際、該
ポリアクリレート中の少なくとも１つのα，β－不飽和カルボン酸の割合は、５０～１０
０モル％であり、または
－アクリル酸１００モル％から製造されているポリマーである、
ｂ）工程ａ）で製造した溶液１および２を、０～１２０℃の範囲内の温度で混合する工程
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、その際、表面改質ナノ粒状粒子が発生し、かつ水性懸濁液の形成下で溶液から沈殿する
、
ｃ）表面改質ナノ粒状粒子を、工程ｂ）で得た水性懸濁液から分離する工程、および
ｄ）工程ｃ）で得た表面改質ナノ粒状粒子を乾燥する工程
を包含することを特徴とする製造法。
【請求項２】
　前記金属塩が、塩化亜鉛、硝酸亜鉛、酢酸亜鉛または四塩化チタンであることを特徴と
する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記強塩基が、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物またはアンモニアで
あることを特徴とする、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記ポリアクリレートが、８００～２５００００ｇ／モルの範囲内の分子量を有するこ
とを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　方法工程ａ）～ｄ）の少なくとも１つを連続的に実施することを特徴とする、請求項１
から４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項記載の方法に従って得られる、少なくとも１つの金
属酸化物、金属水酸化物および／または金属酸化水酸化物の表面改質ナノ粒状粒子であっ
て、その際、金属が、アルミニウム、マグネシウム、セリウム、鉄、マンガン、コバルト
、ニッケル、銅、チタン、亜鉛およびジルコニウムから成る群から選択されており、かつ
表面改質部が、２５～５００ｍ2／ｇの範囲内のＢＥＴ表面積を有する、少なくとも１つ
のポリアクリレートによるコーティングを包含する表面改質ナノ粒状粒子。
【請求項７】
　１０～２００ｎｍの直径を有する請求項６記載の表面改質ナノ粒状粒子。
【請求項８】
　請求項１から５までのいずれか１項記載の方法に従って得られる、少なくとも１つの金
属酸化物、金属水酸化物および／または金属酸化水酸化物の表面改質ナノ粒状粒子の、化
粧品日焼け止め配合物中でのＵＶ保護剤としての、プラスチック中での安定剤としての、
または抗菌作用物質としての使用。
【請求項９】
　前記粒子が酸化亜鉛または二酸化チタンを包含する、請求項８記載の表面改質ナノ粒状
粒子の使用。
【請求項１０】
　少なくとも１つの金属酸化物、金属水酸化物および／または金属酸化水酸化物の表面改
質ナノ粒状粒子の水性懸濁液の製造法であって、その際、金属が、アルミニウム、マグネ
シウム、セリウム、鉄、マンガン、コバルト、ニッケル、銅、チタン、亜鉛およびジルコ
ニウムから成る群から選択されている製造法において、以下の工程
ａ）水および上記金属の少なくとも１つの金属塩とからの溶液（溶液１）と、水および少
なくとも１つの強塩基とからの溶液（溶液２）を製造する工程、その際、２つの溶液１お
よび２の少なくとも１つがポリアクリレートを含有し、その際、該ポリアクリレートは、
－少なくとも１つのα，β－不飽和カルボン酸を基礎とするポリマーであり、その際、該
ポリアクリレート中の少なくとも１つのα，β－不飽和カルボン酸の割合は、５０～１０
０モル％であり、または
－アクリル酸１００モル％から製造されているポリマーである、
ｂ）工程ａ）で製造した溶液１および２を、０～１２０℃の範囲内の温度で混合する工程
、その際、表面改質ナノ粒状粒子が発生し、かつ水性懸濁液の形成下で溶液から沈殿する
、
ｃ）場合により、形成された水性懸濁液を濃縮し、かつ／または副生成物を分離する工程
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を包含することを特徴とする製造法。
【請求項１１】
　前記金属塩が、塩化亜鉛、硝酸亜鉛、酢酸亜鉛または四塩化チタンであることを特徴と
する、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記強塩基が、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物またはアンモニアで
あることを特徴とする、請求項１０または１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記ポリアクリレートが、少なくとも１つのα，β－不飽和カルボン酸５０～１００モ
ル％を含有することを特徴とする、請求項１０から１２までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１４】
　前記ポリアクリレートが、８００～２５００００ｇ／モルの範囲内の分子量を有するこ
とを特徴とする、請求項１０から１３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１５】
　方法工程ａ）～ｃ）の少なくとも１つを連続的に実施することを特徴とする、請求項１
０から１４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１０から１５までのいずれか１項記載の方法に従って得られる、少なくとも１つ
の金属酸化物、金属水酸化物および／または金属酸化水酸化物の表面改質ナノ粒状粒子の
水性懸濁液であって、その際、金属が、アルミニウム、マグネシウム、セリウム、鉄、マ
ンガン、コバルト、ニッケル、銅、チタン、亜鉛およびジルコニウムから成る群から選択
されており、かつ表面改質部が、少なくとも１つのポリアクリレートによるコーティング
を包含する表面改質ナノ粒状粒子の水性懸濁液。
【請求項１７】
　前記粒子が１０～２００ｎｍの直径を有する、請求項１６記載の水性懸濁液。
【請求項１８】
　前記ポリアクリレートがポリアクリル酸である、請求項１６または１７記載の水性懸濁
液。
【請求項１９】
　請求項１０から１５までのいずれか１項記載の方法に従って得られる、少なくとも１つ
の金属酸化物、金属水酸化物および／または金属酸化水酸化物の表面改質ナノ粒状粒子の
水性懸濁液の、化粧品日焼け止め配合物中でのＵＶ保護剤としての、プラスチック中での
安定剤としての、または抗菌作用物質としての使用。
【請求項２０】
　前記粒子が酸化亜鉛または二酸化チタンを包含する、請求項１９記載の水性懸濁液の使
用。
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